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白抜きの日は業務休止

２０２２年 ７月７日発行 東京土建大田支部《群会議の話題》 （１）

６
月
～
８
月
の
拡
大
目
標
は
２
％
で
、
夏
の

取
り
組
み
は
秋
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
大
事
な

時
期
で
す
。
秋
の
月
間
は
９
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
が
、
月
間
に
入
っ
て
か
ら
準
備
を
始
め
て
い

て
は
、
到
底
間
に
合
わ
ず
、
こ
の
夏
の
期
間
を

ど
れ
だ
け
充
実
し
た
取
り
組
み
に
で
き
る
か
、

そ
れ
が
秋
の
拡
大
月
間
の
成
功
に
直
結
し
ま
す
。

秋
は
春
の
拡
大
月
間
に
比
べ
る
と
事
業
所
か

ら
の
加
入
が
期
待
で
き
ず
、
対
象
者
不
足
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

夏
の
期
間
は
拡
大
目
標
２
％
を
追
求
す
る
と

と
も
に
、
秋
の
月
間
目
標
３
．
５
％
達
成
を
目

指
し
て
、
６
月
～
８
月
の
行
動
計
画
「
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
３
０
０
枚
以
上
」
と
「
秋
の
拡
大
に
向
け

て
対
象
者
５
人
以
上
の
掘
り
起
こ
し
」
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
組
合
を
守
り
、
諸
要
求
実
現
の
た

め
に
、
引
き
続
き
、
拡
大
運
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

暑
さ
と
コ
ロ
ナ

２
つ
の
予
防
を

気
象
庁
は
６
月
27
日
に
「
関
東
甲
信
地
方
が

梅
雨
明
け
し
た
と
み
ら
れ
る
」
と
発
表
し
、
統

計
開
始
以
来
最
も
早
い
梅
雨
明
け
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
東
京
で
は
猛
暑
日
が
続
き
、
今

年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
続
く
中
で
迎
え

る
夏
と
な
り
ま
し
た
。

気
温
や
湿
度
が
上
昇
す
る
と
、
注
意
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
「
熱
中
症
」
で
す
。
外

出
時
は
暑
い
日
や
時
間
帯
を
避
け
、
涼
し
い
服

装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
に
は
エ
ア
コ
ン
の
活
用
も
有
効

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
に
は
、

冷
房
時
で
も
窓
を
開
け
る
な
ど
、
換
気
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
や
病
院

等
に
行
く
時
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
が
、
屋
外
で
人
と
の
距
離
（
２
ｍ
以
上

を
目
安
）
が
確
保
で
き
る
場
合
や
会
話
を
ほ
と

ん
ど
行
わ
な
い
場
合
、
ま
た
屋
内
で
は
、
人
と

の
距
離
（
２
ｍ
以
上
を
目
安
）
が
確
保
で
き
て
、

か
つ
会
話
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
場
合
は
、
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
熱
中
症
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
体
調
管
理

に
気
を
付
け
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
３
回
目

の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！
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◎７月１日組織人員

現在4,416人

夏
の
行
動
が
秋
に
つ
な
が
る

行
動
計
画
を
実
践
し
よ
う

◆当面の予定◆

★無料法律相談(予約制)

日時 7月21日(木)午後 2時

8月10日(水)午前10時

受付 支部会館２階

～～～～～～～～～～

★税務相談会（予約制)

日時 7月25日(月)午前10時

受付 支部会館２階

～～～～～～～～～～

★建築相談会(随時受付)
相談を希望される方は
支部にお問合せ下さい。

※分会、群の会議日程は、
地区により前後しますので
必ず確認してください。

日 月 火 水 木 金 土
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

３１ １ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

７月

８月

書記決起集会の
ため業務休止

業務休止



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
者
数
は
ピ
ー
ク
時
よ
り
や
や
落
ち
着

い
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
油
断
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
身
が
感
染
し
て

い
な
く
て
も
経
済
活
動
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
影
響
は
、
多
く
の
組
合
員

が
受
け
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
組
合
員
を
対
象
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
世
帯
主
が
死
亡
又
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
、
収
入
が
減
少
し
、
生
活
が

著
し
く
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
、
組
合

員
及
び
家
族
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る

た
め
の
国
保
保
険
料
の
減
免
制
度
が
利

用
で
き
ま
す
。

［
対
象
者
］

①
世
帯
主
が
死
亡
し
た
組
合
員

②
世
帯
主
が
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

組
合
員

③
収
入
が
２
０
２
１
年
又
は
２
０
１

９
年
と
比
較
し
て
30
％
以
上
減
少

が
見
込
ま
れ
る
組
合
員

［
締
切
］
11
月
18
日
（
国
保
必
着
）

本
制
度
の
申
請
方
法
は
、
組
合
員
の

働
き
方
や
収
入
の
種
類
、
国
の
給
付
金

の
受
給
有
無
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
支
部
へ
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、

自
身
が
保
険
料
減
免
の
対
象
と
な
る
の

か
、
必
要
書
類
は
何
か
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◆
新
加
入
者
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

釣
り
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ

８
月
28
日
９
時
よ
り
新
加
入
者
歓
迎

会
を
兼
ね
た
若
手
結
集
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
大
丹
波
川

国
際
ま
す
釣
り
場
・
つ
る
つ
る
温
泉
。

大
自
然
の
中
で
新
た
な
仲
間
た
ち
と
交

流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

［
日
時
］
８
月
28
日
（
日
）

［
会
場
］
大
丹
波
川
国
際
ま
す
釣
り
場

つ
る
つ
る
温
泉

（
奥
多
摩
）

［
対
象
］
①
49
歳
以
下
の
組
合
員
と
そ

の
家
族

②
22
年
春
の
拡
大
以
降
の
新
加
入

者
と
そ
の
家
族

③
支
部
・
分
会
役
員
２
人

（
①
②
の
対
象
者
必
須
）

［
会
費
］
１
０
０
０
円

※
分
会
で
集
約
し
、
支
部
に

お
支
払
い
下
さ
い
。

［
申
込
］
群
会
議
で
会
費
を
添
え
、
分

会
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

※
定
員
60
名
、
７
月
21
日
ま
で
の
事

前
申
込
で
す
。
ま
た
内
容
が
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
支
部
空
調
服
補
助

今
年
度
も
支
部
空
調
服
補
助
を
行
い

ま
す
。
補
助
の
申
請
に
は
購
入
時
の
領

収
書
や
レ
シ
ー
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

紛
失
し
な
い
よ
う
保
管
を
お
願
い
し
ま

す
。
補
助
額
等
の
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
制
度
案
内
兼
申
込
書
を
分
会
・

群
を
通
し
て
配
布
し
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

ま
た
事
業
所
が
空
調
服
を
購
入
し
、

従
業
員
へ
支
給
し
た
場
合
も
本
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
但
し
対
象
者
が
支

部
組
合
員
で
あ
る
こ
と
が
条
件
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
東
京
都
に
対
し
て
の

は
が
き
要
請
行
動

は
が
き
要
請
行
動
は
、
補
助
金
確
保

に
向
け
た
重
要
な
運
動
で
す
。

私
た
ち
の
土
建
国
保
は
、
補
助
金
と

保
険
料
の
収
入
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
の
補
助
金
が
減
ら
さ
れ
れ
ば
私
た
ち

の
保
険
料
に
影
響
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
理
由
に
補
助
金
を
減
ら

さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
今
月
の
群
会
議

で
の
記
入
、
提
出
に
ご
協
力
下
さ
い
。

◇
注
意
点

以
下
の
点
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

▽
職
種
の
記
入

会
社
員
や
事
務
員
と
い
う
記
入
で
す

と
、
何
の
業
種
な
の
か
不
明
で
す
。
建

設
会
社
の
社
員
や
設
計
事
務
所
の
事
務

員
な
ど
の
よ
う
に
明
確
な
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
自
分
の
住
所
・
氏
名
を
記
入

必
ず
自
分
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

て
下
さ
い
。
住
所
・
氏
名
の
修
正
や
書

き
換
え
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
注
意
し

て
下
さ
い
。

※
記
入
す
る
前
の
注
意
点
と
し
て
、
表

面
の
宛
名
と
裏
面
の
要
請
文
が
逆
さ
ま

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

２０２２年７月７日発行 東京土建大田支部《群会議の話題》 （４）

今
年
度
も
保
険
料
減
免
制
度
あ
り
！

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
30
％
以
上
減
少
で
可
能
性
！

新型コロナ濃厚接触者お見舞い制度

■制度内容
住民票上の同居人が新型コロナウイルスに感

染し、組合員本人が濃厚接触者となり保健所や
自治体から定められた期間内に外出自粛要請を
受けた場合が対象。

【支給金額】
・組合員１人２万円（本人感染は対象外）

【申請期間】
・3月1日～翌年2月末日の間1人１回まで

【添付書類】
・同居人の感染を示す証明書
（保健所又は自治体発行の各種書類（就業制限
通知・解除通知等）や医師の証明、宿泊療養
施設発行の宿泊証明、感染事実が確認できる
書類。）

※複数の証明書にて総合的に判断確認できれば可

・世帯全員分の住民票
（土建国保に加入している家族であれば不要）

制度の詳細・申請は支部までお問い合わせください


